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校
し
、
こ
れ
ま
で
の
成
蹊
小
学
校

が
西
分
教
場
、
共
立
小
学
校
が
東

分
教
場
と
な
り
、
尋
常
科
の
低
学

年
が
各
分
教
場
を
使
い
、
高
学
年

と
高
等
科
が
前
沢
の
本
校
で
学
ぶ

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
（
注
１
）。

　
〈
校
舎
の
増
築
〉

　

新
し
い
久
留
米
小
学
校
の
位
置

は
、
前
沢
南
浦
３
５
７
番
地
で
、

府
中
道
（
小
金
井
街
道
）
を
挟
ん

だ
現
在
の
市
立
第
一
小
学
校
の
向

か
い
側
に
あ
た
り
ま
す
（
写
真

１
）。
明
治　

年
（
１
９
０
７
年
）

４０

に
は
尋
常
小
学
校
が
４
年
制
か
ら

６
年
制
に
改
め
ら
れ（「
第
５
次
小

学
校
令
」）、
そ
の
後
の　

年
に
お

４０

よ
ぶ
６
年
間
の
義
務
教
育
制
度
が

確
立
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
教
室

不
足
は
さ
ら
に
深
刻
に
な
り
、
明

治　

年
（
１
９
０
８
年
）
に　

坪

４１

９０

平
屋
の
校
舎
を
西
側
に
、
同　

年
４４

（
１
９
１
１
年
）
に
は　

坪
平
屋

５２

の
校
舎
を
南
側
に
増
築
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
増
築
に
は
そ
の
都

度
村
の
臨
時
費
が
計
上
さ
れ
、
当

時
の
村
の
年
間
予
算
の　

％
前
後

８０

が
教
育
費
に
充
て
ら
れ
ま
し
た
。

例
え
ば
、　

年
度
で
は
村
予
算
７

４４

４
４
１
円
の
う
ち
６
１
６
１
円
が

教
育
費
で
、　

年
代
以
降
は
通
常

３０

年
で
も
教
育
費
は
村
予
算
の　

％
５０

を
超
え
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
当

時
は
村
予
算
の
多
く
が
初
等
教
育

に
使
わ
れ
て
い
た
の
が
特
徴
で

す
。

　

年
を
追
っ
て
増
築
さ
れ
た
校
舎

は
、
最
終
的
に
府
中
道
に
向
か
っ

て
凹
型
に
配
置
さ
れ
ま
し
た
（
図

１
）。
明
治
初
期
の
学
校
建
築
は
、

一
般
的
に
は
質
素
な
も
の
が
多
か

っ
た
よ
う
で
す
が
、
な
か
に
は
擬

洋
風
の
個
性
的
な
校
舎
も
全
国
に

建
て
ら
れ
、
現
在
も
貴
重
な
文
化

財
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
明
治　

年
代
か
ら
は
財
政

２０

的
な
負
担
軽
減
も
あ
っ
て
次
第
に

「
質
朴
堅
牢
」
が
重
視
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
建
物
の
画
一
化
が
進

み
ま
し
た
。
そ
の
流
れ
の
中
に
あ

っ
て
、
久
留
米
村
の
よ
う
な
純
農

村
地
帯
に
あ
っ
て
も
学
校
建
設
は

特
別
な
存
在
で
あ
り
、
明
治　

年
４１

建
築
の
西
校
舎
は
、
火
災
除
け
の

象
徴
と
さ
れ
社
寺
建
築
の
意
匠
に

使
わ
れ
た
懸
魚
（
げ
ぎ
ょ
）
の
彫

刻
飾
り
を
付
け
た
唐
破
風
（
か
ら

は
ふ
）
形
式
の
立
派
な
玄
関
が
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
（
写
真
２
）。

　
〈
二
部
教
授
と
実
業
補
修
学
校
〉

　

久
留
米
小
学
校
が
開
校
し
て
か

屋
」を
借
り
受
け
て
仮
校
舎
と
し
、

成
蹊
・
共
立
両
校
の
高
等
科
を
置

き
ま
し
た
。
そ
れ
を
契
機
に
渡
辺

茂
吉
氏
が
二
つ
の
小
学
校
の
校
長

を
兼
務
す
る
こ
と
と
な
り
、
翌
年

に
は
「
江
戸
屋
」
の
西
側
に　

坪
５４

２
教
室
の
平
屋
校
舎
を
増
築
し
て

設
備
を
拡
充
し
ま
し
た
。
こ
う
し

て
久
留
米
小
学
校
の
準
備
が
整

い
、
明
治　

年
３
月
の
村
会
に
お

３９

い
て
次
の
よ
う
に
開
校
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

「
小
学
校
名
称
変
更
議
決
書

　
　

北
多
摩
郡
久
留
米
村

　
　
　

成
蹊
尋
常
高
等
小
学
校

　
　
　

共
立
尋
常
高
等
小
学
校

右
二
校
合
併
本
村
大
字
前
沢
南
浦

三
百
五
拾
七
番
地
仮
校
室
ヲ
本
校

ト
シ
久
留
米
村
尋
常
高
等
小
学
校

ト
改
称
ス
但
旧
成
蹊
尋
常
高
等
小

学
校
ヲ
西
分
教
場
旧
共
立
尋
常
高

等
小
学
校
ヲ
東
分
教
場
ト
改
称
ス

　
　

右
議
決
候
也

明
治
三
十
九
年
三
月
二
十
九
日

　

久
留
米
村
会
議
長
」

　

そ
の
後
、
北
多
摩
郡
か
ら
合
併

名
称
変
更
指
定
、
東
京
府
か
ら
高

等
小
学
校
併
置
許
可
も
下
り
、
長

年
の
懸
案
で
あ
っ
た
村
立
の
久
留

米
尋
常
高
等
小
学
校
が
６
月
に
開

　

明
治　

年
（
１
９
０
６
年
）
６

３９

月
７
日
に
、
村
の
名
前
を
冠
し
た

久
留
米
小
学
校
が
誕
生
し
ま
す
。

　

明
治　

年
（
１
８
８
９
年
）
に

２２

８
村
２
新
田
が
合
併
し
て
久
留
米

村
が
で
き
て
か
ら
も
村
の
教
育
は

そ
れ
ま
で
の
成
蹊
小
学
校
と
共
立

小
学
校
が
担
っ
て
き
ま
し
た
が
、

明
治　

年
代
に
入
り
児
童
の
就
学

３０

率
も　

％
を
超
え
て
大
幅
に
向
上

９０

し
、
教
育
設
備
の
充
実
が
急
務
と

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
４
年
間
の

尋
常
小
学
校
卒
業
後
に
高
等
小
学

校
に
進
学
す
る
場
合
、
当
時
は
田

無
小
学
校
ま
で
通
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
た
め
、
高
等
科
の
久

留
米
村
へ
の
設
置
も
大
き
な
課
題

で
し
た
。
そ
こ
で
、
明
治　

年
３６

（
１
９
０
３
年
）
４
月
に
前
沢
に

あ
っ
た
２
階
建
て
の
旅
館
「
江
戸

ら
２
年
後
の
明
治　

年
（
１
９
０

４１

８
年
）
４
月
に
は
二
部
教
授
（
授

業
）
の
認
可
が
下
り
ま
し
た
。
二

部
教
授
と
は
、
午
前
と
午
後
の
二

部
制
で
学
校
を
運
営
す
る
こ
と

で
、
当
初
は
半
日
学
校
と
も
呼
ば

れ
ま
し
た
。
明
治　

年
（
１
８
９

２４

１
年
）
に
当
時
の
文
部
省
は
、
教

員
・
教
室
不
足
の
際
に
二
部
教
授

の
実
施
を
認
め
、
就
学
の
普
及
を

促
す
た
め
に
積
極
的
に
奨
励
し
ま

し
た（「
学
級
編
制
等
に
関
す
る
規

則
」）。
た
だ
二
部
制
に
す
る
と
、

１
日
５
時
間
程
度
で
あ
っ
た
授
業

時
間
が
短
く
な
る
こ
と
か
ら
、
当

初
は
「
一
学
級
ニ
本
科
正
教
員
一

人
を
置
ク
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ト
キ
」

等
の
条
件
が
付
い
た
時
期
も
あ
り

ま
し
た
が
、
や
が
て
そ
の
要
件
も

緩
和
さ
れ
、
地
域
の
実
情
に
よ
っ

て
二
部
教
授
が
実
施
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
二
部
教
授
は
、

教
員
・
教
室
不
足
を
は
じ
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
情
で
学
校
へ
通
え
な

い
児
童
へ
の
配
慮
と
い
う
側
面
も

あ
り
、
最
も
多
い
と
き
で
全
国
の

小
学
校
の
約
５
％
に
あ
た
る
１
２

０
０
校
以
上
で
実
施
さ
れ
ま
し
た

（『
文
部
省
年
報
』
等
）。

　

ま
た
、
義
務
教
育
で
あ
る
尋
常

小
学
校
終
了
後
に
補
修
教
育
を
行

う
「
実
業
補
修
学
校
規
程
」
が
明

治　

年
（
１
８
９
３
年
）
に
、「
実

２６
業
学
校
令
」
が
同　

年
（
１
８
９

３２

９
年
）
に
で
き
、
久
留
米
村
で
も

明
治　

年
（
１
９
１
０
年
）　

月

４３

１０

に
認
可
が
下
り
て
、
久
留
米
村
立

実
業
補
修
学
校
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
本
校
の
旧
江
戸
屋
の
２
階
部

分
を
教
室
と
し
て
使
用
し
、
実
生

活
に
必
要
な
知
識
技
能
を
学
び
ま

し
た
。
大
正
７
年（
１
９
１
８
年
）

の
「
実
業
補
修
学
校
準
則
」
に
よ

れ
ば
、
男
子
部
と
女
子
部
に
分
か

れ
、
男
子
部
は
午
後
７
時
か
ら
、

女
子
部
は
午
前
９
時
か
ら
授
業
が

行
わ
れ
、
男
子
は
農
業
、
女
子
は

裁
縫
家
事
を
学
ん
だ
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
昭
和
初
期
に
な
る
と
実
業

補
修
学
校
は
社
会
教
育
的
色
彩
が

濃
く
な
り
、
昭
和　

年
（
１
９
３

１０

５
年
）
に
は
青
年
訓
練
所
と
統
合

さ
れ
て
青
年
学
校
と
な
り
ま

す
。

　

久
留
米
小
学
校
の
開
校
と

整
備
増
築
、
分
校
の
活
用
、

二
部
教
授
の
開
始
と
村
立
実

業
補
修
学
校
の
設
立
な
ど
、

明
治　

年
代
か
ら　

年
代
に

３０

４０

か
け
て
は
村
の
初
等
教
育
に

と
っ
て
大
き
な
画
期
と
な

り
、
そ
の
充
実
に
大
変
な
努

力
が
払
わ
れ
た
の
で
す
（
続

く
）。

　

注
１
：
公
文
書
に
お
け
る

尋
常
高
等
小
学
校
の「
尋
常
」

と
「
高
等
」
は
横
に
並
列
表

記
さ
れ
て
い
る
。（
本
文
は

山
﨑　

丈
氏
・
市
文
化
財
保

護
審
議
会
委
員
に
よ
る
）

　

詳
し
く
は
生
涯
学
習
課
文

化
財
係
☎
４
７
２
・
０
０
５

１
へ
。

　運動会での事故発生が問題となっています。スポーツ庁によると、運動会等
で実施される「組体操」によって、全国で年間８,０００件を超える事故が起こって
います。
　このため本市教育委員会は、市立小・中学校の実態及びスポーツ庁、東京都
教育委員会の方針を受け、運動会等における安全対策として、以下のように今
後の方針を定めました（平成２８年３月２９日・第４回臨時会決定）。
　《方針概要》
　１　過去、本市においても「ピラミッド」「タワー」での骨折事故が発生し
たことを踏まえ、平成２８年度の運動会で「組体操」を実施する場合、いわゆる
「ピラミッド」「タワー」及びこれらに類する演技種目（児童・生徒が高い位
置に上がる技、跳んできた児童・生徒を受け止める技、一人に多大な負荷のか
かる技など）を休止する。これらを除いた演技種目で「組体操」を実施する場
合、各校において以下の点に留意して行う。
　（１）組体操を実施するねらいを明確にし、全教職員で共通理解を図る。
　（２）練習中の児童・生徒の習熟状況を正確に把握し、その状況に応じて、活
動内容や指導計画を適時適切に見直す。
　（３）大きな事故につながる可能性があると予想される「組体操」の演技種目
については、確実に安全な状態で実施できるかどうかを確認し、できないと判
断される場合は実施を見合わせる。
　（４）「組体操」に関しては小学校での事故の件数が相対的に多いことや、小学
校高学年は成長の途中で体格の格差が大きいことに鑑み、事故につながる可能
性がある危険度の高い技については慎重に選択する。
　（５）段数の低いタワーやピラミッド等でも死亡や障害の残る事故が発生して

いることなど、「組体操による事
故の概要」（スポーツ庁）を参考
に具体的な事故の事例、事故にな
りやすい技などの情報を現場で指
導する教員に周知徹底する。
　２　全小・中学校は「組体操」
の実施の有無にかかわらず、事前
に保護者に対して自校の取り組み
について必ず説明する。
　３　各校は代替の運動種目の選定・実施や安全対策の見直しを行った上で、
それらを総合的に評価し、平成２９年度以降の実施種目を検討する。
　４　各校は「組体操」以外の種目に内在する危険性にも留意し、改めて安全
対策の点検を行い、万全の対応を図るとともに、学習指導要領に定める特別活
動「学校行事」のねらいを達成する観点から、各種目の必要性や妥当性につい
ても評価を行う。
　５　これ以外の体育活動等においても、以下の点に留意して、児童・生徒の
発達段階に応じた万全の安全対策を講じ、安全のための身体能力の向上や危険
予測・回避能力の育成を図る。
　（１）校長の責任の下で組織的な指導体制を構築する。
　（２）児童・生徒の安全、事故防止の観点から計画を立て、運営・実施する。
　（３）児童・生徒の心身の発達段階や性別、体力、経験等を踏まえた適切な指
導を行う。
　（４）活動内容に応じた安全対策を確実に講じ、教員による十分な安全への配
慮の下、指導に当たる。
　（５）研修等により、教員の指導技術を向上させる取り組みを行う。
　（６）教員の経験値、指導力等を十分に鑑みて実施に関する計画の検討を行
う。
　詳しくは指導室☎４７０・７７８１へ。
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生 その３

　

郭
南
校
舎
前
で
の
記
念
撮
影

（
大
正
８
年
撮
影
）。
正
面
は

明
治　

年
建
築
の
南
校
舎
。
右

４４

端
に
見
え
る
の
が　

年
建
築
の

４１

西
校
舎
の
玄
関
。
玄
関
の
屋
根

は
曲
線
的
な
唐
破
風
（
か
ら
は

ふ
）
形
式
で
、
破
風
板
の
下
に

彫
刻
装
飾
を
施
し
た
懸
魚
（
げ

ぎ
ょ
）が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

写真１

＜図１　久留米小学校旧校舎の配置略図＞　※山崎氏作成

明治３７年

　隔久留米小学校（大正５年撮影）。右端の２階建てが旧江戸屋の
仮校舎。左が明治４１年建築の西校舎。子どもたちが府中道（小金
井街道）を渡って現在の第一小学校の方向に歩いています。

写真２

ピ
ラ
ミ
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ド

タ
ワ
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市市市市市市市市市市市市市市市市立立立立立立立立立立立立立立立立小小小小小小小小小小小小小小小小・・・・・・・・・・・・・・・・中中中中中中中中中中中中中中中中学学学学学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校校校ににににににににににににににににおおおおおおおおおおおおおおおおけけけけけけけけけけけけけけけけるるるるるるるるるるるるるるるる「「「「「「「「「「「「「「「「組組組組組組組組組組組組組組組組体体体体体体体体体体体体体体体体操操操操操操操操操操操操操操操操」」」」」」」」」」」」」」」」問問問問問問問問問問問問問問問問題題題題題題題題題題題題題題題題へへへへへへへへへへへへへへへへのののののののののののののののの対対対対対対対対対対対対対対対対市立小・中学校における「組体操」問題への対応応応応応応応応応応応応応応応応応
〜運動会等における安全対策の取り組み決まる


